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神奈川県の「見える化計画」 今後の進め方について（１）

事業による効果の検証
交通の変化の観察
問題の発生の把握

効果検証（Check）実施時期と主な目的

事業
完了

1ヶ
月後

半年後 1年後

効果定着
の確認

効果検証
交通量・渋滞長・通過時間
渋滞損失時間 等

交通状況把握
通過時間・交通量
渋滞損失時間・金額
事故件数 等

交通状況を
継続的に把握

資料４



改善措置の必要性の検討

効果の確認
・通過時間の短縮
・交通事故件数の減少
・周辺抜け道交通量の減少

新たな問題の発生の確認
・交通アクセスの増加→右折レーン長の不足

神奈川県の「見える化計画」 今後の進め方について（２）

新石川交差点立体化事業の例新石川交差点立体化事業の例

平成１８年３月５日 開通

開通直後～１年後 事後評価・公表
（プローブ調査・交通量調査等の実施）

Do

Check

平成１９年９月 右折レーンの延長

Action

Plan

Do

効果の確認
・通過時間の短縮
・渋滞損失時間の縮小
・開通前後の道路の様子

直後

１年後

効果の確認
・経済効果（渋滞損失時間）
・周辺抜け道交通量の減少
・沿道環境の改善（CO2, NOx, SPM)

１ヵ
月後

効果の確認
・事故の減少
・通過時間の短縮
・バスの定時性の向上
・周辺住民、企業活動への効果

（近隣駐車場への出入口渋滞の解消等）

半年後



神奈川県の「見える化計画」 今後の進め方について（３）

新石川交差点立体化事業の例新石川交差点立体化事業の例


